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非金属無機化合物触媒を用いたダイヤモンドの高圧合成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8研究グループ主任研究官　赤石　　實

1．はじめに

　今から約30年前の1959年に、アメリカ合衆国Gen－

eral　E1ectric社の研究者により、ダイヤモンドの人

工合成法に関する詳細な論文が発表され’〕、現在工

業的に大量生産されている静的高圧法による、ダイ

ヤモンド合成法の基本的原理が明らかとなった。そ

の方法は、Fe，Ni，Coなどの12種の金属及びこれら

の合金を合成触媒（so1vent－cata1yst）に便用し、ダ

イヤモンドの熱力学的安定な高温高圧条件下で（5

GPa，140ぴC以上）、黒鉛からダイヤモンドを合成す

るものである。これらのダイヤモンド合成触媒の他

に、Nb－Cu合金のような合金系触媒が、1966年に東

芝中央研究所の若槻雅男氏により見いだされた2〕。

　上記金属系合成触媒以外の非金属ダイヤモンド合

成触媒探求に関する研究は、天然ダイヤモンドの生

成のメカニズムの解明、新しいダイヤモンド合成法

の提供などを目的とし、数多く試みられてきた。数

多くの特許は出願されているが、非金属無機化合物

の触媒作用に関しては、明確な結論が得られていな

いのが現状である。しカ・しながら、最近の我々の研

究結果、アルカリ、アルカリ土類金属の炭酸塩、硫

酸塩、水酸化物が、黒鉛からのダイヤモンド合成に、

強い触媒能を有することが明らかとなったヨ・4〕。これ

らの無機化合物触媒の中から、里鉛　CaCO。系を中

心に、非金属無機化合物触媒を用いたダイヤモンド

合成にっいて報告する。

2．実験方法

　分光分析用高純度黒鉛粉末に対し、20容量％の炭

酸カルシウム粉末（CaCO宮、純度：99，999％）を秤

量し、アセトンを少量加え、璃璃の乳鉢で十分混合

した。混合粉末を120℃以上の乾燥機で十分に乾燥

し、乾燥後Mo箔に試料を包み、200MPaの圧力で成

形した。成形した試料を図1㈹に示すように、さら

にMo箔で包み高温高圧処理用試料を作成した。試

料の高温高圧処理には、ベルト型高圧装置を用いた。

圧力の補正は、室温条件下でBi，Tl，Baの既知の相

転移を検出し、荷重と圧力の関係を求めて行なった。

通常の実験は、予め求めた電力対温度関係及びその

外挿関係から所定の温度に対応する電力を推定し、

電力制御により行なった。ベルト型高圧装置を仲用

し、無機化合物混合粉末を6．5－7．7GPa，

1800－2150．Cの条件で20分問処理した。処理試料表

面のMoを除去し、必要に応じて熱王水で処理した。

これらの試料をX線回折、ラマン分光、光学顕微鏡、

走査型電子顕微鏡により調べた。

3．実験結果と議論

　里鉛　20wt％CaCO冨混合粉末を77GPa，2150℃

の条件で20分間処理した。処理試料表面のMo箔除

去後、試料をX線回折で調べた。処理試料のX線回

折図形は、出発物質と明らかに異なり、ダイヤモン

ド、アラゴナイト及びNaC1回折線からなっていた。

アラゴナイトはカルサイト（CaCO宣）の高圧相であ

る。NaClは圧力媒体から混入したものと考えられ

る。ヒーター材料に使用した黒鉛は、常時NaClに接

しているが、ダイヤモンドに変換していないことよ

り、NaClに触媒作用がないことは明らかである。熱

王水処理後の試料からアラゴナイト、NaC1の回折線

が消失し、ダイヤモンドの回折線のみ認められた。

CaCOヨの触媒効果を明らかにするために、高純度黒

鉛粉末のみをMo箔に充填し、里鉛　CaCOヨ混合粉

末と同時に高温高圧処理した。高純度黒鉛粉末のみ

の試料からは、いかなるダイヤモンドもX線回折で

は検出できなかった。しかし、CaCO。添加試料の黒

鉛は、完全にダイヤモンドに変換していた。

（1〕



（A）

1
23456

譲1嚢鐵1

7

麗

（B）

6 1

蟄11姜 2
嚢嚢嚢 1嚢 3

7
萎萎1

4
5

笏

4

　　　　　　　　　10mm

図1　高温高圧条件下におけるダイヤモンド合成用

　　　試料構成。

　　　（A〕　1：スチールリング、2：黒鉛ヒーター、

　　　　　31試料、4，5：Mo箔、6：NaCI－
　　　　　20wt％ZrO。圧力媒体、7：NaC1－1Owt％

　　　　　ZrO。圧力媒体。

　　　（B〕　！：スチールリング、2：黒鉛ヒーター、

　　　　　3：高純度黒鉛、4：非金属触媒、51

　　　　　hBN（六方晶窒化ホウ素）成形体、6：

　　　　　NaC1－20wt％ZrO。圧力媒体、7：NaCl－

　　　　　／0wt％ZrO。圧力媒体。

　上記の結果から、CaCO。が黒鉛からのダイヤモン

ド合成に、強い触媒作用を有することは明らかであ

る。CaCO。の触媒作用をより明確にするために、Mo

及びNaC1の混入の影響を除去した試料構成、図1

（B〕、を用いて確認実験を行なった。この試料構成を

用いて、7．7GPa，2150℃の条件で20分間処理した。

この場合も明確にダイヤモンドの生成を確認するこ

とができた。

　他の炭酸塩、硫酸塩、水酸化物についても同様な

実験を行い、再現性良くダイヤモンドの生成を確認

することができた。触媒作用を確認できた無機化合

物を下に列記する。

　炭酸塩　1Li．COヨ、Na．CO宮、MgCO。、CaCO。、

　　　　　　SrCO。

　硫酸塩　：Na．SO。、MgSO。、CaSO。・1／2H．O

　水酸化物：Mg（OH）。、Ca（OH）。

　上記、無機化合物触媒を使用し、ダイヤモンド生

成下限圧力、温度条件を決定することを実験中であ

図2　合成ダイヤモンドの走査型電子顕微鏡写真

　　　（A）CaCO呂、図1（A〕試料構成

　　　（B）CaCO。、図1（B）試料構成

るが、6．5GPa，180ぴCの条件でもダイヤモンドの生

成を確認することができた。

　無機化合物触媒を用いて、黒鉛から合成したダイ

ヤモンドが、どのような形、色、大きさの結晶であ

るか、光学顕微鏡及び走査型電子顕微鏡（SEM）で

観察した。熱王水処理後の試料は塊状で、容易にピ

ンセットで取り扱うことができた。これらの試料の

一部分を光学顕微鏡観察した結果、合成したダイヤ

モンド結晶は、無機化合物の種類によらず、無色透

明または半透明であった。合成ダイヤモンド結晶が

小さいため、詳細な結晶の観察にはSEMを用いた。

　図2（A）は、黒鉛一20容量％CaCO。混合粉末を図ユ

（A）試料構成を用い、7．7GPa，2150℃の条件で処理

し、合成したダイヤモンド結晶のSEM写真である。

この図から明らかなように、まるみをおびた数ミク

ロンから20ミクロンのダイヤモンド微結晶の集合体

である。同一組成の他の炭酸塩の場合も、図1仏）の

試料構成で合成したダイヤモンド結晶は、ほとんど

同じような形をしたダイヤモンド微結晶の集合体で

あった。しかし、図1（B）の試料構成を用いた場合、

触媒としてCaCOヨを用いても、合成したダイヤモン

（2）



図3　合成ダイヤモンドの走査型電子顕微鏡写真

　　　仏）MgSO。、図1仏）試料構成

　　　（B）Ca（OH〕。、図1（A）試料構成

ド結晶の形及び大きさは、図2（B）に示すように著し

く異なっていた。この写真から明らかなようにダイ

ヤモンド結晶は、100ミクロン程度の大きさで、良好

な結晶面を有し、主に／111／面からなる。

　硫酸塩、水酸化物を触媒に用いても、図1仏）の試

料構成により、再現性良く黒鉛からダイヤモンド結

晶を合成することができた。硫酸塩、水酸化物触媒

の一例として、MgSO。及びCa（OH）。触媒を用いて合

成したダイヤモンド結晶のSEM写真を図3（～、（B）に

それぞれ示す。これらの写真から明らかなように、

合成したダイヤモンド結晶は、｛1ユ1｝面の良く発達

した結晶であり、／100／面の出現頻度は非常に少な

い。

4．おわηに

　アルカリ、アルカリ土類金属の炭酸塩、硫酸塩、

水酸化物触媒を用い、黒鉛から再現性良くダイヤモ

ンド結晶を合成できることが明らかとなった。非金

属ダイヤモンド合成触媒の発見を契機として、数多

くの分野に携わる研究者が研究に参加し、いろいろ

な視点から研究を進めることにより、天然ダイヤモ

ンドの成因解明に一歩でも近ずければ幸いであると

考えています。今後とも数多くの方々の御協力をお

願いいたします。
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4f－derived　pho1二〇enユission　and　4f一一igand

hybridization　in1三ght　rare－earth

胱ectofWDopi㎎ontheGrowthofTiC
Crystal　by　the　Floating　Zone　Method
水酸アパタイトのピロリン酸カルシウムに
よる加熱分解反応
Crystal　Growth　of　Cubic　Boron　Nitride
Using　LiヨBN1Solvent　Under　High　Tem－
perature　and　Pressure
Singie　CrystaヱGrowth　of　the　Supercon－
ductor　Bi望．o（Bio．。Srl．畠Ca亘．o）Cu。．oO菖

セラミックス粉末の表面挙動と測定方法

Crystal1ization　ofユ07K　Superconducting
Phase　and　Partial　Melting　in　the　Bi一（Pb）一

Sr・Ca－Cu－O　System

MgOの転位

レーザーフラッシュ法における非線彩圓帰
分析と熱拡散率濁定
セラミクスの熱伝導率濁定法

Geometrical　Reiations　of　Various
Modu1ated　Structures　in　Bi－Sr－Ca－Cu－O

Superconductors　and　Related　Com一
留鑑激よるダイヤモバ合成

M1crostructure　om－Mo　andU－WOxides
夏n▽estigated　by　Means　of　High－
Reso1uti㎝Electron　Microscopy

Effect　of　Solvent　Meta1sびpol］the　Mor－
phology　of　Synthetic　Diamonds
X－ray　photoemission　and　Auger－eiectron

spectroscopic　study　of　the　e1ectronic
structure　of　interca正ation　　conユpounds

MxTiSパM鶯Mn，Fe，Coモand　M）
SXnthes王s　of　Sintered　Dlamond　with　a
H1gh　Electrica王Resistivity　and　High
Hardness
電子技術総合研究所低速陽竃子研究施設の
概要

Applications　of　High　Resslution　Electron
Microscopy　to　the　Modu王ated　Structures

in　Bismuth－Based　Supercoηduct三ng
Oxides

　　発　　表　　老

田中　英彦・倉地　育夫

藤木　良規・三橋　武文

山E日　裕久・藤田　武敏
中沢　弘基
R，H．3．Hannimk
板東　義雄・顕申　英彦
猪股　吉三
三友　　護

藤森　　淳・加藤　榑雄
富原　恒呈・福谷　博仁
小出　常晴・佐藤　　繁
設楽　哲夫
大谷　茂構・田中　高穂
石沢　芳夫
門間　英毅

鏡困　誠・神困久生
赤石　　實・貫井　昭彦
大沢　俊一・山岡　信夫
竹川　俊二・野崎　浩岡
梅園　明弘・小須田幸助
小林美智子
池上　隆康

小野　　晃

守吉　佑介

三橋　武文・牟E臼　史仁
千葉　利信・藤木　良規
三橋　武文

松井良夫・堀内　繁雄

関根利守

N．D．Zakiarov
M．A，Gribe王即k
B，K．Vainstem
L，M．Kovba
堀内　繁雄
神蘭　久生・大沢
福長　　脩・砂川
藤森　　濠・菅
根俸　　寛・丼上

俊一
一郎
滋正
　正

赤石　　賛・山岡　信夫
日ヨ中　」1憤三・大沢　俊一

福長　　熔
三角　智久・千葉　利信
山崎　鉄夫・赤羽　隆史
鈴木　良一・塩谷　亘弘
千脇　光國・谷川庄一郎
冨増多輝夫
松井　良夫・伽I1俊二
前囲　　弘・室町　英治
田申　吉秋・梅園　明弘
堀内　繁雄・井部　克彦

　　掲　載　誌　等

Sintering’87
1，67．1988
日本セラミックス協会学術論文誌

96，　11．　1109．　／988一

日漆セラミックス協会学術論文書志

96，　11，　ユ041，　ユ988．

J．Mat．Sci．
23．　2093．　1988．

Sintering’87
2，m82，ユ988．

Phys三ca王Review　B
38，　ユ1．　7789，　玉988．

J．Cryst．Growth
92，　359．　1988．

Gypsum＆Lime
N〇一2ユ8，35．1989．

J．Cryst－Growth
94，261．1989－

5．Cryst．Growtb
92，　687．　1988．

潤滑
33，　12，　874．　1988．

Jpn．J．AppL　Phys．
27，12，L2276．！988．

Gypsum＆L三me
218，41，玉989．

理学電機ジャーナル
19，　16．　1988．

ニュケラス4
266．　！988．

Jpn．J，Appl．Phys－
27，12，L2306．1988．

工業火薬
49，4，257．1988．
Acta　Cryst．A
44，　11，　821，　玉988．

J．Cryst．Growth
94，115．1989．

Physica1Review　B
38，　6．　3676．　1988一

Materia王s　Sci．and　Engi－
neeringA
互05／ユ06，5互7．1988．

放射線
！5，2，78．　1988．

JEOL　NEWS
26，　2，　16，　ユ988．
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登録番号

　2300

2301

2302

2303

23C4

23C5

2306

2307

2308

2309

23ユ0

231！

23！2

2313

2314

23！5

2316

2317

2318

2319

2320

232！

2322

　　　　題　　　　　　　　墨
Compositiona工Dependences　of　the　Super－

conducting　Transition　Temperatures　of
the　Low－Tc　Bi－Pb－Sr－Ca－Cu　Oxides

Characterization　of　Newiy　Synthesized
Novel　Gra1；〕hite　Fihηs

Apatite　Porous　Ceramics　Prepared　by
the　r至ydmtion　and　Hardening　Method
Structure　Refinement　of　La1．gCal．lCu．O拮

with　Neutron　Powder　Diffraction　Data
Identification　of　the　Superconducting
I〕hase　in　the　Nd・Ce・Sr・Cu－O　System

ビスマス系超伝導酸化物の竃子線照射によ
る表繭生成物の高分解能電子顕微鏡観察

Band　Effect　on　Inelastic　Scattering　of
Low－EnergX　He＋from玉on1c　Crysta三s
UmsuaHy　s1mp1e　crysta1stmcture　of　an
Nd・Ce－Sr－Cu－O　superconductor

Structuralαassification　of　RAOヨ（MO）。

Compounds（R肥Sc，In，Y，or　L昼破h－
anides；A＝Fe（至II），Ga，Cr，or　AI≡M＝
DivaIent　Cation；n＝1－11）

Preferred　Orientation　ReIationship
between　Bl　and玉nduced　B2Structures　o｛
BaS　under　列ydrostatic　p1us　Uniaxia王
Pressures

酸化物超伝導体の欠陥構造と界繭構造
一高分解能電子顕微鏡観察
New3arium　Tanta王um　Sulphides　Part
1“a・TalS別
Dle　Struktur　des　Erdalka－inleta王i・
Ox？cupratsl　M1oCuI70別
Fe．LlNbO彗結晶の光誘起複屈折変化

Dynamic　decomposit1on　products　of
adar口antane
EXAFS　Study　on　Fe－Doped　YBa空Cu．Oy

Behaviour　of　coba1t　三nfi1tration　and
abnormaI　grain　growth　during　sintering
of　diamond　on　cobait　substrate
On　the　Preparation　and　Structure　of　the
Compound　TaヨS！B
ビスマス系商温超伝導酸化物の変調構造の
商分解能電子顕微鏡観察
Growth　of　Diamond　on　Sing王e　CrystaIs　of

Tungsten　Carb1de　in　Microwave　Plasma

Crystai　Growth　of　the　High－Tc　Supercon－
ductor　in　the　Bi－Sr－Ca－Cu－O　System

Preparation　and　Characterization　of

轟誰総畿献欝曼絡a「yS舳e’〕

発　　表　　者

小野　　晃

岡井

尚彦

敏・商橋　　優

松井　良夫

佐偵　　曇宣・小野囲みつ予

加藤　克夫・室町　英治
小須田幸助・内困　畜茂
嶋津　正司

関根利守

小泉　沼久・室町　英治
前日ヨ裕宣・石　　　箪
番場　成彦・清水　一明
円山　裕・味野遺信
山崎比登志
洪　　時明・赤石
神蟹　久生・大沢　俊一
山岡　信夫・福長　　脩
和田　弘隅・小野畷みつ子

松丼　良夫

加茂　鰺和・茶碗谷　仁
蟹申　高穂・佐藤洋一郎
瀬高　信雄
堀内　繁雄・正田　　簸
堤正幸・小須田幸助
野崎　浩司
大沢　吉直・後藤　義人
小野田みつ子

岩崎　安宏・赤津　　真
広田　和士

　　掲　載　誌　等

Jpn．J．Appl．Phys，
28，！，L54，ユ989．

舳．Res．Soc．SymP．Proc．
12ユ，　527，　ユ988．

Sil－tering’87

2，ユ314、ユ988．
PhysicaC
157，　玉，89，　］一989．

J卿．JI　App1．Phys．
27，12，L2283，ユ988．

表繭技術
4C，　王，　74．　！989．

Phys．Rev．Lett．
6王，23，27C5，ユ988．

Natしlre
337．　6205，　347，　ユ989．

J．So1．State　C覧e1η．

78，98，ユ989．

J．Phys．Soci．JPn．
58，　1，　204．　1989．

表面
27，ユ，51．1989．
Mat．Res．Bu工L

24，1，41．1989．
Acta　Cryst．C
44．　1881．　1988．

光学
！8，3，ユ50三1989・
∫．Mat．Sc1．Lett．

8，61，三989－

Jpn．J．App1．Phys．
28，2，L2C3．1989．

J．Mat．Sci．
23．3821．1988．

Mat．Res，BulL
24，2，ユ91．！989．

ヨ本結晶学会誌
3！，1，8．1989．

Mat．Sci＆EngineeringA
王05／106，535．1988．

IS夏J　International
（日本鉄鋼協会欧文誌）
29，　3，　209．　1989．

Chem．Lett．

㌫鮎523・ユ989・

25，2，36．1987．
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登録番号

　2323

2324

2326

2327

2328

2329

2330

2331

2332

2333

2334

2335

2336

2337

2338

2339

2340

2341

　　　　題　　　　　　　　　目

Formation　and　Crystanization　in　the
G1asses　Containing　Shirasu，　Yttria－
Concentrate，Calcium　Oxide　and　Zinc
Oxide，and　AppIication　of　the　Glass　to
the　MachinabIe　G1ass　Ceramics
Characterisation　of　epitaxial　diamond
fi1ms　on　variously　orlentated　diamond
substrates　using　low－energy　e工ectron　dif－

fraction，Auger　eIectron　emission　and
Rutherford　backscattering
金属酸化物微粒子の焼結　圧粉体の焼結現
象
Preparation　and　Properties　of　a　Layered
CopperOxideBi。＿、Pb．Sr．Yl＿、Ca，Cu．Oy
In－SITU　Measurment　of　the　Lattice　Con－
stant　of　Wustite　So1id　Solution　Under

脇努蝿体の応用

Low－Temperature　Electron　Microscopy
of　a　Bi。（Sr，Ca）ヨCu．Ox　Superconductor

Unit　cell　dimensions　of　the　LiAISi呈Oポ
LiGaSi20．series　spodumenes　formed　at
60Kbar　pressure
立方晶窒化ホウ素p－n接合による紫外線発
光ダイオードの実現
統合化リートベルト解析システムFAT－
RIETANの世界
　　理学版のユーザーへのメッセージ
ホウ素・炭素・窒素の二元素または三元素
からなる新しいグラファイト類縁化合物
Preferab1e　Orientation　of　Crysta11ine
Thim－Film　of　Modified　BNN　System
Fi1m　Fabrication　and　Optica工Properties
of　Amorphous　Thin－Film　of　Modified
BNN（Ba！NaNb501冒）System
Synthesis　and　Crystal　Structure　of　a
Nove1　One－DimensionaI　Halogεn－
Bridged　Nil’1－X－Ni■1l　Compomd，｛［Nl（R，

R－chxn〕2Br］Br空｝oo

Ionic　States　of　Copper　Atoms　in　YBa．
Cuヨ＿IO。＿J

Raman　Scattering　from　Anisotropic
Phonon　Modes　in　SiC　Po1ytype
Loca工ized　Electrons　in　Tetragonal　YBa2
Cu2．朋06，3呂

粉末中性子回折と超電導研究との接点

　　発　　表　　者

小谷　和夫・牧島　亮男
浅見　光昭

H．G．Maguire
T．E．Derry

W．S．Brooks
J．P．F．Se11ochop

加茂　睦和
池上　隆康

小野　　晃

関根　利守・亀掛川卓美
下村　　理・八木　健彦

藤木　良規

堀内　敏雄・正田　　薫
岩概　正志・原［日　嘉晃
松井　良夫
大橋　晴夫・大沢　俊一
佐藤　　晃

三島　　修・江良　　向告

泉　富士夫

佐々木高義・藤木　良規

月岡　正至・増尾　　翼
嶋津　正司・中村　　武
月岡　正至・増尾　　翼
嶋津　正司・中村　　武

鳥海幸四郎・和田　芳樹
三谷　洋興・板束　俊治
山下　正廣・藤井　有起

佐々木　聰・井上善三郎
井伊　伸夫・竹川　俊二
中島　信一・和田　厚夫
井上善三郎
井上善三郎・佐々木　聰
S．Da11aire・井伊　伸夫
竹川　俊二

泉　富士夫

　　掲　載　誌　等
日本セラミックス協会学術論文誌

97，　2，　95．　1989．

South　African　J．Sci．
84，　696．　1988．

超微粒子開発応用ハンドブック

p．345，

Jpn．J．App1．Phys．
28，3，L493．1989．

Photon　Factory　Activity
Report．
6，225，ユ988．

Gypsom＆Lime
219，　107．　1989．

Jpn．J．App1．Phys．
28，3，L386．1989．

J．Min．Petr．Econ－Geo1．
84，　2，　70，　ユ989．

化学と工業
42，3，45ユ，1989．

理学電機ジャーナル
20，　42．　1989．

Gypsum＆Lime
219，　45．　1989．

Modem　Phys．Lett．B
3，6，465．1989．
Modom　Phys．Lett．B
3，5，387．　1989．

J．American　chem．Soc．
111．　2341．　1989．

Jpn．J．AppI．Phys．
27，2，L206．1988．
J．Phys．Soc．JPn．

56，9．3375．1987．

Ceramic　Supercon－
ductors　II：　Research
Vpdate
69．　1988．

ISTECジャーナル
2，　1，25．　1989．

☆　M　E　M　O　☆

研究会

　6月5日、第43回結合状態研究会が「YFe．O。の低

温及び室温での結晶構造」の議題で開催された。

　6月20日、第52回結晶成長研究会が「ゼオライト

の結晶化学一最近の動向一」の議題で開催され
た。

　6月27日、第5回新物質探索研究会が「赤外反射

スペクトルによるLa．NiO。．。。の相転移の研究」の議

題で開催された。

人事異動

　貫井昭彦（第9研究グループ総合研究官）

研究開発局総合研究課材料開発推進室専門職の併任

を解除する。

　門間英毅（第ユ5研究グループ主任研究官）

研究開発局総合研究課材料開発推進室専門職に併任

する。　　　　　　　（以上平成2年5月1日付）

　君塚昇（第14研究グループ総合研究官）

未知物質探索センター総合研究官に配置換え

第14研究グループ総合研究官に併任する。

　毛利尚彦（第14研究グループ主任研究官）

末知物質探索センター主任研究官に配置換え

　大橋晴夫（第9研究グループ主任研究官）
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未知物質探索センター主任研究官に配置換え

　小玉博志（第4研究グループ主任研究官）

未知物質探索センター主任研究官に配置換え

　梅原雅捷（第4研究グループ主任研究官）

未知物質探索センター主任研究官に配置換え

　渡辺昭輝（第4研究グループ主任研究官）

未知物質探索センター主任研究官に酉己置換え

　　　　　　　　　　（以上平成2年6月8日付）

　和田芳樹（第6研究グループ研究員）

第6研究グループ主任研究官に昇任させる

　若桑睦夫（第9研究グループ研究員〕

第9研究グループ主任研究官に昇任させる

　左右田龍太郎（第12研究グループ研究員）

第12研究グループ主任研究官に昇任させる

　　　　　　　　　　（以上平成2年7月1日付）

海外出張

　第8研究グループ主任研究官加茂睦和は、「第1回

ダイヤモンド及びダイヤモンド状炭素膜コーティン

グに関するヨーロッパ会議」のプログラム委員会出

席のため、平成2年5月6日から平成2年5月13日
まで、スイス国、オーストリア国へ出張した。

　第1研究グループ主任研究官羽田肇は、「酸化物セ

ラミックスの研究指導」のため、平成2年5月10日

から平成2年5月20日まで、マレイシア国へ出張し
た。

　第1研究グループ主任研究官渡辺明男は、「酸化物

セラミックスの研究指導」のため、平成2年5月17

日から平成2年9月14日まで、マレイシア国へ出張

した。

　無機材質研究所長瀬高信雄は、「ダイヤモンド薄膜

の科学と技術」のワークショップにおいて招待講演

を行うため、平成2年5月21日から平成2年5月26

日まで、アメリカ合衆国へ出張した。

　第9研究グループ主任研究官井上唐は、「セラミッ

クス研究（ガラス）の研究指導」のため、平成2年

5月27日から平成2年6月9日まで、マレイシア国

受　　賞

　表彰者名　表　　彰　　名　　　　　　　　　表

へ出張した。

　第6研究グループ佐藤忠夫は、「第1回材料とプロ

セスに関する東西ヨーロッパ交流会議参加発表」の

ため、平成2年6月9日から平成2年6月20日まで、

フィンランド国へ出張した。

　第10研究グループ主任研究官広田和士は、「アパタ

イト焼結体の複合化に関する研究調査及び第1回

CIMTECセラミックス世界会議及び人工骨に関す

るサテライトシンポジウム参加講演」のため、平成

2年6月10日から平成2年7月6日まで、イタリア
国、フランス国へ出張した。

　第1研究グループ主任研究官羽田肇は、「第7回

CIMTECセラミックス学会議で参加発表」のため、

平成2年6月22日から平成2年7月2日まで、イタ
リア国へ出張した。

　第14研究グループ主任研究官赤羽隆史は、「第4回

国際低速陽電子ビーム技術ワークショップで講演及

び大学及び研究所を訪問し、調査、討論」のため平

成2年6月25日から平成2年7月11日まで、カナダ

国、アメリカ合衆国へ出張した。

　第4研究グループ総合研究官堀内繁雄は、「第7回

CIMTEC世界セラミックス学会議で特別講演及び

大学訪問し研究討論」のため、平成2年6月26日か

ら平成2年7月8日まで、スイス国、イタリア国へ

出張した。

外国人の来所

5月11日　A1an　Dmn他1名　米国商務省基礎資材

　　　　　局次官補代理他

5月16日　楊　南如　中国南京化工学院教授

5月31日　Ly1e　Schwartz他11名　米国ダイヤモン

　　　　　ド技術調査団

5月31日　丁．F．J．Nassiff　アルゼンチンConsej0

　　　　　Naciona1　de　Investingaciones
　　　　　CientificasYTecnicas，Directora

6月5日　バラステ他1名　ソ連タリン大学超伝導

　　　　　体研究所長他

彰　　の　　内　　容

佐藤忠夫　業績表彰
北見喜三　　日本セラミックス協会
　　　　　セラモグラフィック賞銀賞
横山政人　　　　　　〃

菱面体晶窒化ほう素の合成法の研究
セラミックスに関する顕微鏡写真

　　　　　　　　　〃

表彰年月日
平成2年5月19日
平成2年5月24日

　　　〃
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